
雑

報

回
春
季
修
理
旋
行
記

菊

池

泰

五
月
二
ず
五
日
晴
天

雲
霧
品
開
深
〈
閉
ざ

L
、
東
雲
一
漸
〈
白
む
頃
、
吾

族
行
隊
一
行
、
三
十
九
名
は
、
回
附
深
海
雨
教
授

引
等
の
下

rh
．
旅
行
の
訟
に
付
〈
。
四
時
、
山
門

前
じ
、
集
合
。
拙
A
a
H
朗
々
道
中
安
全
ル
一
附
り
、
懐

か
’
し
き
身
延
た
後
に
大
野
に
肉
ふ
。

五
時
牛
二
隻
の
般
に
分
乗

L
、
朔
は
横
れ
へ
ね

．
之
、
詩
た
賦
・
し
て
、
曹
孟
徳
を
気
取
あ
り
、
舷
た

叩
い
て
歌
ふ
わ
り
・
艇
は
岩
測
に
者
き
ね
。

十
時
三
十
二
分
岩
淵
騨
た
品
目

L
．
藤
津
日
着
き

・
し
は
二
時
三
十
分
な
り
。

北
入
丁
余
に
し
て
、
遊
行
寺
に
至
る
。
時
宗
総

氷
山
日
・
し
て
、
小
南
端
州
内
宏
、
照
手
媛
、
た
祭
つ
る
。

藤
調
停
よ
り
、
震
引
由
？
に
て
、
片
瀬
に
行
く
、
亀
口
寺

に
詣
ぜ
ぽ
、
最
初
回
に
映
3

干
し
は
、
官
同
舵
の
建
築

よ
り
も
、
「
刑
場
蕃
地
」
の
立
札
な
り
『
辛
抱
。

暫
偲
ぶ
、
文
永
八
年
九
月
十
二
日
の
一
見
夜
風
！

議
堂
参
斧
ル
終
へ
、
江
之
島
に
歩
す
、
例
の
略
き

L
、
馬
耳
東
風
さ
聞
き
流
＝
し
、
非
財
天
に
詣
で
、

右
開
制
定
紫
色
川
帽
子
岩
税
見
ケ
淵
龍
款
の
松
た
勝
弘
し

っ
、
、
龍
帽
に
入
る
G

洞
は
金
剛
胎
哉
の
、
一
一
道

に
分
れ
奥
に
大
日
骨
骨
永
世
安
置
す
。

夕
陽
聞
に
傾
〈
頃
極
端
市
卓
す
に
至
る
、
湿
度
作
阿

一
去
の
町
、
三
図
傍
来
の
稼
骨
号
、
其
他
二
三
の
宮
H
物

や
斧
し
、
七
時
鎌
倉
に
着
く
。

后
三
年
の
役
の
勇
紙
、
鎌
倉
槌
五
郎
是
正
の
、

御
魂
ル
祭
り
。
間
保
金
吾
の
容
同
胤
敷
Q

長
谷
の
観

点
目
に
詣
で
て
。
八
時
頃
宿
屋
光
則
の
屋
数
、
土
の

牢
に
着
告
白
、
時
や
弓
月
、
松
の
檎
に
怒
り
冷
め

れ
手
風
一
降
、
薄
暗
き
申
に
、
期
上
人
か
徳
ル
慕

ひ
っ
こ
牢
前
に
脆
ま
づ
け
る
時
は
、
一
同
御
題

日
の
撃
も
、
涙
を
帯
び
て
振
へ
り
。
此
庭
光
則
寺

弘
甲
、
後
に
、
大
傍
ら
村
総
て
、
水
鳥
見
守
に
着
き
’
し
は

入
時
半
な
り
き
。
静
岡
寺
は
束
身
延
さ
、
都

L
、
靭

師
、
宗
祖
か
民
品
目
か
分
け
、
米
安
寸
。
羽
師
ル
二

世
さ
仁
、
朝
師
が
恩
師
、
日
出
の
開
基
な
り
。
比

地
は
、
宗
祖
佐
渡
御
赦
免
の
創
刊
、
御
滞
在
の
百
期
比

議
堂
の
奮
地
な
り
。

着
床
十
一
時
。

五
万
二
十
六
日

旭

晴
天

問
時
半
起
床
。
籾
師
堂
に
勤
続
を
終
へ
、
朝
食

に
付
〈
、
終
は
れ
ば
門
的
寺
檀
頭
、
関
係
兵
衛
、
関

芳
太
郎
、
補
氏
然
拶
に
策
て
、
鎌
倉
名
産
、
瓦
セ

シ
ペ
イ
一
箱
づ
h

私
、
贈
ら
る
。
境
内
に
、
刀
剣

名
匠
正
宗
、
及
び
剛
カ
石
波
新
迭
左
衛
門
の
墓
あ

り
。
山
主
‘
及
雨
檀
一
闘
の
一
陣
怠
じ
依
れ
る
地
事
ド

明
る
、
喝
さ
、
案
内
者
の
、
導
く
が
憶
に
従
へ
ば
、
鶴

土
問
八
幡
、
丹
努
燦
さ
し
て
、
機
字
宏
批
、
石
段

J

向
、
登
れ
に
第
ナ
七
段
、
是
源
氏
三
代
滅
亡
の
慮
、

銀
杏
は
其
の
苛
た
詩
リ
顔
な
リ
。
宵
且
物
符
に
至
れ

ば
廿
北
ハ
多
な
る
、
筆
録
の
、
及
ぶ
慮
に
あ
ら
ず
、
国

賓
の
み
た
、
訟
に
拳
μ
＼
後
白
河
法
皇
よ
り
頼
朝

公
へ
腐
ら
れ
し
刀
三
寸
余
寸
勺
天
鹿
児
弓
天
直
毛

矢
、
源
義
籾
公
奥
州
討
伐
の
節
奉
納
。
菩
薩
の
商

問
問
靭
公
来
納
。
五
龍
の
御
衣
、
品
目
山
帝
弘
安
役
の

節
恭
柄
。
斧
賢
終
っ
て
武
衛
殿
。
紳
奈
川
師
範
皐

校
。
積
物
公
英
所
。
鳥
浄
笠
侠
－
守
の
背
説
。
等
、
父

感
無
き
に
あ
ら
ず
。
鎌
倉
の
宮
に
詣
ず
、
護
良
親

王
を
泌
れ
り
、
山
腹
じ
土
牢
わ
り
、
建
武
二
年
瑚

遁
義
博
の
録
、
哀
れ
な
る
、
最
後
た
終
へ
玉
川
V
L

所
な
り
、
康
さ
二
間
四
方
余
。
歩
に
従
て
‘
北
傑

九
代
屋
敷
。
鍋
冠
親
師
行
法
の
地
土
品
妙
照
寺
。
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辻
説
法
の
嘗
地
。
安
闘
論
詑
草
の
安
凶
論
寺
。
樗

厳
親
玉
の
開
基
な
品
、
妙
法
寺
等
に
詣
す
。
中
食

口
、
松
葉
宇
谷
、

H
R
勝
寺
に
到
れ
ば
山
主
誕
百
行
た

銑
ぴ
、
自
ら
賓
物
の
説
明
、
松
葉
谷
量
初
露
地
に

関
す
る
、
正
細
な
る
カ
訟
は
、
安
幽
論
寺
妙
法
寺

等
、
安
闘
論
、
御
記
古
一
・
酬
明
の
、
多
な
る
に
、
疑
叫
v

mり・
1
1
折
折
さ
も
、
痛
く
怨
ぜ
ら
れ
れ
り
、
作
曲

屯
ず
は
京
都
本
闘
寺
の
替
地
な
り
、
午
後
一
時
、
嘗

寺
沿
、
軸
附
し
て
、
牡
丹
餅
の
露
地
常
柴
寺
。
日
照

上
人
掛
銭
の
露
地
質
相
寺
。
伊
東
左
濯
、
出
艇
の

地
、
妙
長
品
す
に
六
首
相
十
の
背
み
倣
ぴ
、
行
〈
－
－

z

数
了
、
香
風
間

ι、
涼
を
入
れ
、
建
長
、
国
費
、

岡
山
に
は
、
今
昔
の
感
な
く
ん
ぱ
わ
ら
ず
。
徒
歩

大
船
に
至
る
、
四
時
十
一
二
分
綾
様
漢
に
向
ふ
。
五

時
横
漬
賜
に
着
、
し
、
電
車
に
て
常
消
寺
に
入
り
し

は
、
五
時
牟
な
リ
ゐ
』
。
夜
は
一
堂
、
待
別
の
厚
意

に
依
て
、
活
動
の
ロ
ハ
見
物
、
了
へ
て
一
時
間
自

由
同
行
動
。
十
二
時
着
床
。

五
月
二
十
七
日

起
床
四
時
半
。
大
時
常
務
寺
－
て
僻
”
し
て
、
常

治
寺
御
賢
弟
の
、
案
内
に
依
て
、
市
街
。
公
私
建

築
物
、
西
洋
町
。
海
岸
通
。
築
港
。
公
園
た
、
見

物
。
十
時
五
十
何
分
の
列
車
に
て
、
横
議
た
轟
担
L

東
京
円
い
肉
ふ
。
東
京
回
帽
に
着
d
u

ば
、
懐
－
一
し
告
古

友
東
京
の
諸
兄
は
‘
七
八
名
も
一
世
世
帯
た
迎
ら
れ
て

感
謝
の
齢
、
国
船
ぴ

f
＼
の
挨
拶
に
、
早
宮
城
前

ι

肴
告
白
。
静
か
に
今
比
三
界
の
読
経
は
、
玉
傍
築

舎
の
叫
ぴ
。
日
比
谷
公
園
銀
座
通
り
た
見
物
、
午

後
一
時
傘
、
一
傍
馬
町
別
院
に
着
く
、
折
も
折
英

日
ロ
婦
人
曾
員
身
延
参
斧
慰
安
曾
の
催
L
、
重
子

様
よ
り
、
菓
子
の
供
養
4

母
、
受
げ
、
併
て
、
英
米

席
に
鹿
乙
て
、
松
本
純
子
女
・
見
の
、
築
前
琵
琶
、

小
松
原
の
簡
や
聞
〈
を
得
れ
。
三
時
よ

P
自
由
行

動
。
各
自
、
思
H
V
f＼
の
幾
・
し
み
ゃ
あ
り
げ
ん
。

十
一
時
着
床
。

五
月
サ
八
日

午
前
四
時
半
起
床
。
七
時
準
備
た
終
へ
て
、
伊

義
兄
の
案
内
に
よ
り
て
、
芝
世
情
ム
寺
戸
、
秀
忠
公

御
威
を
斧
’
し
、
芝
公
園
大
際
的
の
銅
像
前
に
、
－
少

時
の
休
息
。
泉
岳
寺
。
宗
務
院
。
た
経
て
、
九
時

四
十
五
分
、
品
川
騨
に
至
る
。
そ
れ
よ
り
、
池
ょ

に
向
ふ
。
十
時
十
五
分
、
大
森
際
肴
．
十
一
時
、

池
上
本
円
寺
に
詣
？
、
本
堂
、
開
国
伸
、
賓
物
簿
観

た
了
へ
、
宗
祖
茶
比
場
、
宗
仲
夫
妻
の
、
御
廊
を

斧
L
‘
大
崎
に
肉
ふ
、
貨
物
の
重
な
る
物
、
凡
前
期

紗
妙
法
尼
御
前
御
妙
、
建
治
の
御
本
背
骨
、
皆
宗
祖

が
御
国
民
筆
な
り
。
其
他
臨
減
度
時
の
牟
鎖
。
金
の

香
燈
。
等
実
物
多
・
し
。
庭
は
、
関
東
第
一
の
税
め

り
、
勝
安
房
さ
南
州
さ
の
江
戸
城
開
放
談
剣
の
、

官
官
吋
地
。
倫
．
境
内
に
、
星
享
之
墓
あ
り
。
二
時
、

大
崎
に
着
す
、
今
日
・
し
も
上
棟
式
日
に
乙
て
、
五

百
の
賢
子
は
、
嬉
々

Z
Bし
て
準
備
に
柁
殺
・
に
り
、

是
非
さ
の
事

ι、
英
式
の
末
席
に
列
・
し
、
撮
影
さ

へ
も
な
・
し
て
、
堀
之
内
妙
法
寺
に
着
き
乙
は
、
大

時
な
り
、
茶
菓
の
饗
膳
あ
り
、
倫
檀
林
生
一
周
よ

り
、
菓
子
か
世
相
〈
志
。
七
時
十
八
分
妙
法
寺
か
辞

し
て
、
上
野
博
覧
曾
に
肉
ふ
、
不
忍
池
上
に
映
っ

る
曾
場
の
夜
景
た
眺
め
な
が
ら
曾
場
日
入
る
．
さ

な
が
ら
、
東
海
道
五
十
三
次
た
旗
行
す
る
の
感
め

り
。
九
時
閉
舎
な
れ
ぽ
、
静
か
に
見
物
し
得
ざ
り

し
を
遺
憾
さ
す
。
愈
々
今
夜
は
東
京
か
肺
野
す
、
路

串
芳
の
建
築
等
、
別
離
の
感
め
り
。
飯
田
町
騨
に
至

る
、
大
崎
山
梨
畢
友
舎
諸
師
、
及
び
在
京
古
友
に

迭
ら
れ
つ
え
長
蛇
疾
樹
、
忽
ち
夢
幻
の
境
に
紡

皇
ふ
。五
月
二
十
九
日

晴
天
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甲
府
骨
身
！
の
、
金
明
撃
に
、
紫
、
す
見
れ
ぽ
時

正
さ
円
い
五
時
、
汽
車
を
下
り
、
侍
立
寺
に
朝
餐
た

終
へ
九
時
牟
遮
光
寺
に
行
〈
、
霊
地
開
常
た
項
、
き
三

ム
口
の
馬
車
は
線
路
の
札
り
九
日
高
〈
十
二
時
半
、
青

柳
に
着
〈
、
諸
堂
参
拝
官
H
物
斧
獄
、
二
時
鰍
揮
に

至
ぁ
、
一
二
時
、
鰍
禅
ル
出
船
、
失
敗
談
感
想
談
じ

時
の
移
る
た
知
ら
ず
、
五
時
半
波
木
弁
に
着
船
、

タ
昏
、
組
堂
前
に
教
頭
閣
下
及
活
絵
り
生
の
出
迎

た
受
け
、
宗
祖
に
無
事
蹄
山
合
申
告
げ
、
一
悶
欽
然
視

に
解
散
ぜ
り
。
時
正
さ
に
八
時
な
り
き
。
己
上
。

週

間

窓

奮

記

事

月
H
aい
問
問
守
録
し
さ
か
、
今
年
の
春
も
早
〈
暮

れ
て
し
ま
つ
わ
い
が
、

H
H
の
進
む
に
従
っ
て
我
が

同
総
合
は
盆
土
按
展
す
る
。
昨
年
の
大
舎
に
於
い

て
、
総
て
の
鮎
た
改
良
し
日
人
補
足

L
れ
れ
る
同
窓
舎

は
此
の
一
年
間
に
長
足
の
繁
展
た
来

L
．
此
昆

ι

例
年
よ
り
タ

L
後
れ
て
五
月
二
日
定
期
大
舎
は
閲

か
れ
れ
。
然
・
し
て
吉
田
教
師
た
議
長
ぷ
回
附
教
師

ル
副
議
長
に
推
乙
（
議
事
牟
に
・
し
て
要
用
あ
り
て

担
問
4
す
さ
れ
・
し
か
以
っ
て
族
同
教
師
之
に
代
る
）
午

前
八
時
間
合
よ
り
午
后
問
時
給
合
員
一
一
同
倦
怠
の

色
も
無
く
合
則
の
修
正
其
の
他
諸
般
決
議
討
論
あ

り
て
議
事
会
〈
了
る
や
更
に
幹
事
の
改
選
か
行
ひ

大
正
六
年
度
定
期
大
曾
は
此
慮
に
会
〈
終
了
4

申
告

V
1

・・
1
1

。

ru
－－＋’
ud 

新
任
幹
事
左
の
知

L
（
部
長
は
各
従
前
遜
り
）

高
等
部
二
名

藤

岡

一

行

合

計

松

木

本

興

講

演

部

中
等
部
二
名

小

坂

田

龍

数

運

動

部

猪

口

海

静

文

鼠

宇

部

何
昨
年
度
に
定
め
れ
5
．
幹
事
ハ
奮
）
に
射
す

る
謝
意
の
件
も
今
年
よ
り
賓
施
す
る
事
Z
な
り
、

去
る
六
月
十
三
日
表
彰
式
た
行
ひ
告
。

回
講
演
部
よ
リ

青
葉
の
茂
る
初
夏
の
候
さ
成
つ
土
、
木
々
の
若

葉
の
メ
ン
／
＼
伸
び
て
行
く
の
が
眼
に
同
地
へ
る
様

な
気
が
す
る

我
が
講
演
部
も
、
亦
英
の
如
く
、
盆
々
稜
展
L

っ
、
ゐ
る
。
毎
周
二
同
の
耕
鍵
舎
に
、
各
常
直
帰

士
が
、
我
劣
ら
・
し
さ
練
磨
し
て
居
る
有
比
慨
は
如
何

に
も
気
持
が
好
い
、
そ
－
し
て
天
気
の
好
い
日
に
は

滴
る
ば
か
り
の
線
林
中
に
、
設
予
知
ら
ね
、
白
然

か
針
子
の
揃
架
設
鮮
の
墜
さ
へ
問
、
、
へ
あ
。
斯
く
の

如
〈
じ
，
し
て
我
が
講
演
部
は
愈
キ
脇
田
展
，
し
て
行
く

の
に
。今治
の
は
、
内
容
の
品
目
震
で
あ
る
、
方
．
に
外
部

の
方
市
た
略
記
す
る
。

ロ

ロ

因
説
教
四
月
十
六
日
、
妙
石
坊
妙
法
二
紳
祭

に
前
議
港
闘
に
績
い
て
森
岡
敬
頑
の
説
教
わ
り
、

終
っ
て
EH
車
、
松
木
、
疎
開
等
の
遁
夜
説
教
に
数
十

名
の
参
詣
者
品
川
心
時
制
法
ぜ
り

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

回
穣
併
曾
幻
燈
例
年
の
如
〈
、
五
月
七
日
午
后

六
時
よ
り
、
組
押
容
並
び
に
宗
祖
御
一
代
幻
燈
曾
た

関
与
、
．
し
に
、
高
堂
の
参
拝
、
立
錐
の
餓
地
無
か
り

さ
。
内
み
に
日
間
士
は
、
松
木
、
安
積
、
琉
木
、
長

悶
（
蒋
尊
停
」
早
川
、
港
問
、
藤
岡
、
川
口
、
辻
．

猪
口
、
の
諸
兄
に
し
て
、
技
士
主
任
‘
太
田
、
望

月
（
海
）
な
り
き

ロ

ロ

田
説
教
五
月
十
一
日
は
陰
暦
三
月
サ
一
日
日

て
願
満
堂
の
祭
典
な
り
，
し
た
以
っ
て
、
早
川
、
旗
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